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研究成果の概要（和文）：中琉球（奄美・沖縄群島）固有で湿潤環境に生育するコバノミヤマノボタンやオオシ
マウツギなど複数植物の最近縁種が中国大陸に産することが分子系統解析によって示された。これらの植物は種
子の長距離分散能力を欠き、渡海の可能性が極めて低いことから、それらの隔離分布成立を説明するには両地域
を結ぶ古揚子江など陸伝いの湿潤な回廊が不可欠である。従って、「古揚子江流域は湿潤環境に生育する植物の
中国大陸から中琉球への主要な進入経路であった」という仮説は高い可能性をもつと判断された。

研究成果の概要（英文）：The molecular phylogenetic analyses revealed that certain pants taxa 
occurring at moist environments in the central Ryukyus (Amami and Okinawa Island Groups), such as 
Tashiroea okinawensis and Deutzia naseana var. naseana, had the most closely related taxa in China. 
These plants taxa unable to cross over sea because of lacking ability of long seed dispersal, and 
thus, route with moist environment on land is necessary for explain establishment of the disjunctive
 distribution patterns such as the Old Yangtze River. Therefore, it is concluded that a hypothesis 
of “the Old Yangtze River has been a major migration route for terrestrial plants from China 
Continental to the central Ryukyus” had high possibility.

研究分野： 系統分類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで形態データから示唆されていた陸生植物における中国大陸－中琉球の隔離分布が本研究の分子データ用
いた解析によって支持され、植物の新たな日本列島への主要進入経路が示唆された。本研究の成果は国際植物科
学会議XIX（2018年、中国）で代表者が主催したシンポジウムの主要テーマとなり、今後、国際共同研究として
更に発展させることになった。また本研究の成果を活用し、巡回展「琉球の植物」を沖縄県で開催した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景                                
中琉球とは琉球列島の奄美群島と沖縄群島を含む地域を指し、これまでその中琉球への渡海

できない陸生生物の主要な進入経路として、現在の九州・北琉球あるいは台湾・南琉球から中
琉球に接続していた陸橋が一般的に提唱されてきた（例えば初島 1980）。ある植物がそれらの
これまで提唱されてきた経路で中琉球に進入した場合、その最も近縁な種・集団は、結果的に
九州・北琉球または台湾・南琉球に産することが一般的に予想される。しかし、その予想に反
する植物種が中琉球には存在する。例えば、分子データを用いた過去の研究から、奄美大島固
有で湿潤環境に生育するヒメミヤマコナスビ (Kokubugata et al. 2010 および未発表)とヒロハタ
マミズキ、アマミヒイラギモチ（Manen et al. 2010）の最近縁種は中国大陸産と示唆されている。
更に申請者の事前研究から、中琉球固有で湿潤環境に生育するオオシマウツギの最近縁種は
北・南琉球産、九州産ではなく、中国大陸産と示唆された。この中琉球と中国大陸との間の最
近縁性をもたらした要因を追求するためには、琉球列島の南北陸橋以外の中琉球への進入経路
の可能性も考慮して研究を進める必要がある。 
琉球列島が中国大陸と最終的に切り離された時期、つまり現沖縄トラフの形成時期はこれま

で 700～500 万年前 (木村 2002)、520～300 万年前 (神谷 2007) と考えられてきた。しかし、
近年の地質研究によって、その形成時期は 200～150 万年前とより新しいことが示され、更にそ
れ以前の揚子江（以下、古揚子江）は中琉球付近を河口としていたことも地学分野の研究から
示された (Osozawa et al. 2011)。 
 
 
２．研究の目的                                    
以上の中琉球と中国大陸との間で示唆された複数植物の最近縁性、中琉球と中国大陸との古

地理学的関係を踏まえ、本研究では「古揚子江流域は湿潤環境に生育する植物の中国大陸から
中琉球への主要な進入経路であった」という仮説を設定し、その検証を行うことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法                                    
①研究組織（総括：國府方） 
研究組織は申請者を総括とし、琉球列島の植物相に詳しい横田昌嗣氏 (琉球大学)、島嶼部の

系統地理解析に詳しい中村剛氏 (北海道大学)に連携研究者として参加して頂く。また、江蘇
省・浙江省の揚子江流域、山東省の黄河流域、福建省・広東省における採集、および台湾産サ
ンプルの入手には、傅承新氏 (浙江大学)および鍾國芳氏(國立臺灣大學)に研究協力者として協
力して頂く。さらに、申請者が主指導教員となる大学院生の伊東拓朗氏 (東京農工大学)には研
究協力者として採集および室内における実験等の補助をして頂く。 
   
②対象種の選定 
本研究では、種群・種を対象単位と各解析を行う。 
種群単位としては、過去の研究および申請者の事前研究で中琉球と中国大陸の間で最近縁性

が示唆され、コバノミヤマノボタン(國府方の事前調査によって推定最近縁種は中国大陸産 
Bredia sinensis;であることが判明; ノボタン科)、オオシマウツギ (種内変種オキナワヒメウツギ
を含む; 推定最近縁種は中国大陸産 Deutzia rubens; アジサイ科）狭分布である中琉球固有 4種、
ヒメミヤマコナスビ (推定最近縁種は中国大陸産 Lysimachia confertifolia; サクラソウ科)など、
およびそれらの同属（節）異種（以下、関連種）を対象とする。 
 
③対象地域の選定 
中琉球と中国大陸の間における最近縁性を考える上で、陸橋を伝って進入した植物が北・南

琉球で絶滅し、中琉球で遺存的に残った可能性も否定できない。その可能性を評価するため、
九州、台湾、台湾の対岸地域（広東省・福建省）も本研究の対象地域とする。解析の結果、対
象とする中琉球産植物の最近縁となる種・集団が北・南琉球に存在しなくても、九州、台湾、
あるいは黄河流域、台湾の対岸地域に認められた場合、北・南琉球からの陸橋を伝った進入と、
その後の分布縮小によって中琉球に遺存的に残った可能性がより高いと評価する。 
 
④系統解析・集団遺伝学的解析 
 まず、対象とする中琉球固有 4 種（関連種を含む）と広域分布種 4 種において、系統解析を
種間・集団間で行い、中国大陸との間で示唆された最近縁性のより厳密な検証、新たな最近縁
性の発掘を行う。解析には核 DNA の ITS 領域・シングルコピー遺伝子、葉緑体 DNA の複数
領域を用い、系統地理的パタン（ハプロタイプネットワーク解析、ベイズ系統解析、GST-NST 比
較など）を明らかにして、古揚子江を伝った中琉球へ直接的な進入が過去に起こったことを検
証する。 
 
⑤まとめと成果発表 
３年間のデータをもとに「古揚子江流域は湿潤環境に生育する植物の中国大陸から中琉球への
主要な進入経路であった」という仮説に対する最終的な検証を行う。 



４．研究成果                                     
①学術的成果 
沖縄島固有のコバノミヤマノボタン・八重山群島固有のヤエヤマノボタンは隣接する台

湾・日本本土産種よりも中国固有シナハシカンボクに最近縁であることを明らかにした。更
に、これら 3 種は湿潤な環境に生育すること、種子分散能力が低いことより、この種群は琉
球列島が大陸と陸続きだった当時に古揚子江など湿潤な環境を伝って琉球進入したことが示
唆された。更に、ネットワーク解析から中国→沖縄島→八重山群島の進入方向が示されたこ
とより、中国大陸から中琉球に進入した後、琉球列島に分布拡大したことが示唆された。方
向となったこと一方、分類見解の再検討を行ったところ、Bredia 属と扱うことが主流であっ
たコバノミヤマノボタン・ヤエヤマノボタン・シナノボタンは単系統にまとまるものの、Bredia
属の基準種ハシカンボクを含むクレードに含まれなかったとより、Bredia 属から独立した
Tashiroea 属と扱う見解が妥当であることを誌上発表した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 琉球列島産、日本本土産、中国産、台湾産の
湿潤環境に生育ウツギ属種の系統関係を調べた
結果、中琉球の奄美群島固有オオシマウツギと
沖縄島固有オキナワヒメウツギは中国産種に、
南琉球の西表島固有ヤエヤマウツギは台湾産種
にそれぞれ近縁であることが示された。これら
の結果より、オオシマウツギ・オキナワヒメウ
ツギとヤエヤマウツギは独立して琉球列島に進
入したこと、前者については古揚子江のような
湿潤環境を伝って中琉球に進入した可能性が高
いことが示唆された。その他、現揚子江流域と
中琉球で隔離分布している可能性のある３種の
植物を特定した（データ未発表）。 
 
  最近縁種が中国大陸に産する (Lysimachia confertifolia) と推定されている奄美大島固有種
のヒメミヤマコナスビについては、分子系統解析の結果、Lysimachia confertifolia と他の中国産
種と同じクレードに含まれた。よって最近縁種は中国産であることが示されたが、そのクレー
ド内の詳細な系統関係を解明できず、最近縁種を特定するまでには至らなかった。今後、他の
非コード DNA 領域を追加して最近縁種を特定するとともに、その進入経路を追跡する予定で
ある。 
 
以上の研究成果より、中琉球と中国大陸の湿潤な環境に隔離分布し、種子分散能力の低い植

物種あるいは種群が複数存在することが示され、それらの分布成立を説明するには両地域をつ
なぐ古揚子江など陸伝いの湿潤な回廊の存在が不可欠であり、「古揚子江流域は湿潤環境に生育
する植物の中国大陸から中琉球への主要な進入経路であった」という仮説は極めて高い可能性
をもつと考えられる。 
 
②その他の成果 
平成 29 年 7 月 23～20 日、中国広東省で開催された国際植物科学会議 XIX において、代表

者が主オルガナイザーとなり開催したシンポジウム「Plant phylogeography in East Asia (T2-46)」
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において、本研究がテーマの一つとなり、活発な議論が行われた。その際、関係する東アジア
の研究者と共に国際共同研究として進展させることで合意した。 
 
平成 29 年 7 月 23～20 日、中国広東省で開催された国際植物科学会議 XIX において、代表

者が主オルガナイザーとなり開催したシンポジウム「Plant phylogeography in East Asia (T2-46)」
において、本研究がテーマの一つとなり、活発な議論が行われた。その際、関係する東アジア
の研究者と共に国際共同研究として進展させることで合意した。 
 
平成 29 年度、沖縄県の 6 機関の博物館・植物園等で開催された巡回展「琉球の植物」におい

て、本研究の成果を用いた展示を行い、社会発信に努めた。 
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